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	応用
	抗原情報
	背景
	カルシウム/カルモジュリン依存性セリン/スレオニンキナーゼは、細胞生存、アポトーシス、オートファジーを誘導する複数の細胞シグナル伝達経路に関与しています。細胞の設定に応じて、タイプ I アポトーシスとタイプ II オートファジーの両方の細胞死シグナルを制御します。前者はカスパーゼ依存性ですが、後者はカスパーゼ非依存性で、オートファジー小胞の蓄積が特徴です。PIN1 をリン酸化して、その触媒活性、核局在、および細胞機能を阻害します。TPM1 をリン酸化して、内皮細胞におけるストレスファイバー形成を促進します。STX1A をリン酸化して、STXBP1 への結合を大幅に減少させます。PRKD1 をリン酸化して、酸化ストレス下で PRKD1 に結合して活性化することにより、JNK シグナル伝達を制御します。BECN1 をリン酸化して、BCL2 および BCL2L1 との相互作用を減少させ、オートファジーの誘導を促進します。 TSC2をリン酸化することで、TSC1-TSC2複合体を阻害し、成長因子依存性経路においてmTORC1の活性を刺激する。RPS6、MYL9、およびDAPK3をリン酸化。シナプス外部位におけるNMDA受容体のシグナル伝達増幅因子として作用し、脳卒中における脳損傷を媒介する。脳虚血はDAPK1をNMDA受容体複合体にリクルートし、GRINBのSer-1303をリン酸化することで、NMDA受容体チャネルを介した有害なCa(2+)流入を誘導し、不可逆的な神経細胞死を引き起こす。インターフェロンγ活性化時のRPL13Aのリン酸化にはDAPK3と共に必要であり、RPL13Aは転写選択的翻訳阻害に関与する。
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	抗DAPK1抗体T1316（1:4000希釈）+ A549全細胞ライセート

